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研
究
ノ
ー
ト
中
国
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て 
─
─
俳
句
の
中
国
語
訳
を
中
心
に
（
そ
の
三
）
呉
　
衛
峰
は
じ
め
に
　
芭
蕉
句
の
良
質
な
翻
訳
と
し
て
は
、
林
林
訳
『
日
本
古
典
俳
句
選
』
所
収
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
選
ば
れ
た
芭
蕉
句
は
２
０
６
句
を
数
え
、
全
書
分
量
の
半
分
を
占
め
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
芭
蕉
句
の
翻
訳
に
あ
た
り
、
林
林
は
句
の
内
容
や
言
葉
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
文
語
訳
と
現
代
語
訳
を
使
い
分
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
鄭
清
茂
は
『
芭
蕉
百
句
』
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
四
六
四
の
定
型
に
よ
る
文
語
で
翻
訳
し
て
い
る
。1
　
林
林
訳
に
は
、
早
稲
田
大
学
留
学
時
か
ら
の
友
人
で
あ
り
、
著
名
な
民
俗
学
者
で
あ
る
鍾
敬
文
（
１
９
０
３
～
２
０
０
２
）
に
よ
る
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
鍾
は
林
訳
の
出
来
栄
え
を
賞
賛
す
る
と
同
時
に
、
切
字
を
訳
出
す
る
こ
と
、
現
代
文
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
切
字
に
あ
た
る
言
葉
を
一
つ
の
翻
訳
集
を
通
し
て
使
用
す
る
と
、
中
国
語
と
い
う
文
脈
で
は
ど
う
し
て
も
読
者
に
単
調
雷
同
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
と
、
林
林
は
二
年
後
の
あ
る
文
章
の
中
で
答
え
て
い
る
。2
　
一
方
、
鄭
清
茂
は
『
芭
蕉
百
句
』
の
前
書
き
に
お
い
て
、
四
六
四
の
十
四
字
定
型
訳
は
、
確
か
に
定
型
を
整
え
よ
う
と
す
れ
ば
原
文
に
な
い
文
字
を
足
さ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
出
て
く
る
が
、
訳
書
全
体
の
統
一
の
た
め
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
翻
訳
の
一
つ
の
方
法
で
（20）
も
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鄭
訳
に
は
一
句
ず
つ
に
直
訳
も
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
定
型
維
持
の
損
失
が
補
償
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
季
語
に
関
し
て
は
、
鄭
訳
で
は
原
文
と
翻
訳
と
の
対
訳
方
式
を
取
っ
て
お
り
、
原
文
に
お
け
る
季
語
を
明
記
し
て
い
る
。
逆
に
句
の
配
列
は
初
出
の
時
間
順
に
よ
っ
て
い
る
。
林
訳
で
は
季
語
に
対
す
る
言
及
が
な
い
代
わ
り
に
、
全
体
は
歳
時
記
の
よ
う
に
季
節
と
季
語
で
分
類
配
列
さ
れ
て
お
り
、
読
者
の
鑑
賞
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
感
が
あ
る
。
　
林
訳
に
は
「
俳
句
選
」
の
部
分
に
原
文
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
芭
蕉
句
の
翻
訳
に
原
句
を
付
す
上
、
季
節
毎
に
分
け
て
両
者
を
比
較
し
つ
つ
、
林
訳
の
特
徴
等
を
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
検
討
し
た
い
。
一
、
新
年
・
春
　
林
訳
に
は
四
季
の
前
に
「
新
年
」
の
区
分
が
あ
り
、
四
句
中
の
二
句
を
掲
げ
る
。
　
　
〇
２3
　
　
元
日
や
お
も
へ
ば
さ
び
し
秋
の
暮4
　
　
正
是
年
初
一
，
　
想
起
暮
秋
寂
寞
日
。
　
　
〇
３	
◎
鄭
訳
８
７
：5
　
　
年
々
や
猿
に
着
せ
た
る
猿
の
面	
一
年
複
一
年
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（21）
　
　
一
年
又
一
年
， 
猴
子
所
戴
面
具
　
叫
猴
戴
假
面
。 
還
是
猴
面
２
の
訳
は
平
明
な
古
文
（
漢
文
）
体
で
あ
る
が
、
３
の
訳
は
明
ら
か
に
現
代
口
語
文
と
な
っ
て
い
る
。
３
の
鄭
訳
は
五
六
四
と
な
っ
て
お
り
、
句
中
に
季
語
が
な
い
の
で
、「
無
季
」
と
注
し
て
い
る
。
林
訳
は
こ
の
句
を
「
元
日
」
と
い
う
題
に
従
っ
て
、
新
年
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
芭
蕉
の
時
代
で
は
旧
暦
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
元
日
は
春
の
季
語
（
正
月
）
と
さ
れ
、
四
季
と
並
列
す
る
「
新
年
」
の
大
分
類
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
林
訳
の
「
春
」
の
部
に
は
、
４
６
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
鄭
訳
と
の
重
複
句
の
み
を
掲
げ
る
。
　
　
〇
８	
◎
鄭
訳
２
５
：
　
　
春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
薄
霞	
春
來
了
吧
　
　
春
日
已
来
矣
， 
看
那
無
名
山
上
　
此
山
何
名
未
得
知
， 
披
著
淡
霞
　
暮
霭
透
明
媚
。
こ
の
二
句
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
訳
も
単
純
に
文
語
・
現
代
語
と
は
っ
き
り
定
め
て
お
ら
ず
、
内
容
な
ど
に
合
わ
せ
た
「
文
語
・
現
代
語
の
混
交
体
」
と
な
っ
て
い
る
。
違
い
は
や
は
り
定
型
の
有
無
で
あ
る
。
　
　
〇
１
１	
◎
鄭
訳
９
１
：
（22）
　
　
春
雨
や
蜂
の
巣
つ
た
ふ
屋
ね
の
漏
り	
春
雨
綿
綿
　
　
屋
顶
漏
春
雨
， 
沿
著
蜂
窩
滴
下
　
顺
着
蜂
巢
点
滴
。 
屋
頂
漏
水
　
　
〇
１
３	
◎
鄭
訳
８
５
：
　
　
猫
の
恋
や
む
と
き
閨
の
朧
月	
貓
兒
叫
春
　
　
猫
儿
叫
春
停
歇
时
， 
喵
喵
頓
歇
閨
中
　
闺
中
望
见
朦
胧
月
。 
月
色
朦
朧
　
　
〇
２
２	
◎
鄭
訳
２
６
：
　
　
梅
白
し
昨
日
ふ
や
鶴
を
盗
ま
れ
し	
梅
綻
白
花
　
　
白
梅
正
开
好
， 
難
道
昨
日
仙
鶴
　
白
鹤
昨
天
可
被
盗
？ 
被
偷
走
了
上
記
三
句
の
翻
訳
を
比
較
す
れ
ば
、
林
訳
は
よ
り
詩
的
で
あ
り
、
定
型
の
鄭
訳
は
や
や
散
文
的
に
な
っ
て
い
る
憾
み
が
あ
る
。
　
　
〇
３
４	
◎
鄭
訳
６
８
：
　
　
木
の
も
と
に
汁
も
鱠
も
桜
か
な	
樹
蔭
底
下
　
　
树
下
鱼
肉
丝
、
菜
汤
上
， 
羹
湯
菜
餚
上
面
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（23）
　
飘
落
樱
花
瓣
。 
盡
是
櫻
花
　
　
〇
３
７	
◎
鄭
訳
１
１
：
　
　
花
に
う
き
世
我
酒
白
く
飯
黒
し	
花
有
憂
容
　
　
对
花
忧
人
间
， 
浮
生
我
酒
濁
白
　
我
酒
浊
饭
淡
。 
飯
是
黑
色
　
　
〇
３
９	
◎
鄭
訳
３
７
：
　
　
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
歟	
花
雲
飄
悠
　
　
花
云
飘
渺
， 
鐘
聲
來
自
上
野
　
钟
声
来
自
上
野
， 
還
是
淺
草
　
还
是
浅
草
？ 
こ
の
よ
う
な
、
一
文
字
の
み
違
う
ほ
ど
似
通
っ
て
い
る
翻
訳
も
見
ら
れ
る
。
　
　
〇
４
５	
◎
鄭
訳
５
０
：
　
　
草
臥
て
宿
か
る
比
や
藤
の
花	
忍
住
疲
乏
　
　
投
宿
已
疲
乏
， 
正
值
投
宿
時
分
　
忽
又
见
藤
花
。 
忽
見
藤
花
（24）
　
　
〇
４
６	
◎
鄭
訳
４
９
：
　
　
ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
ち
る
か
滝
の
音	
翩
翩
飛
舞
　
　
棣
棠
落
花
簌
， 
棠
棣
花
紛
紛
落
　
可
是
激
湍
漉
？ 
湍
流
伴
奏
　
　
〇
４
７	
◎
鄭
訳
２
８
：
　
　
菜
畠
に
花
見
㒵
な
る
雀
哉	
油
菜
田
裡
　
　
菜
花
开
满
园
， 
麻
雀
飛
來
賞
花
　
麻
雀
赏
花
颜
。 
裝
模
作
樣
　
　
〇
４
９	
◎
鄭
訳
２
７
：
　
　
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草	
行
至
山
路
　
　
山
路
费
攀
登
， 
何
物
引
人
入
勝
　
竟
有
可
爱
紫
地
丁
。 
紫
堇
小
花
　
　
〇
５
１	
◎
鄭
訳
７
７
：
　
　
衰
や
歯
に
喰
あ
て
し
海
苔
の
砂	
老
矣
老
矣
　
　
啮
到
紫
英
砂
， 
牙
齒
喀
哧
嚼
到
　
感
叹
老
衰
牙
。 
海
苔
砂
子
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（25）
と
い
う
よ
う
に
、
詩
と
し
て
の
訳
の
出
来
栄
え
を
言
え
ば
、
林
訳
が
優
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
二
、
夏
　
　
〇
６
８	
◎
鄭
訳
６
３
：	
　
　
雲
の
峰
幾
つ
崩
て
月
の
山	
雲
峰
高
聳
　
　
几
道
云
峰
解
散
， 
崩
散
處
處
聚
合
　
新
月
耀
辉
东
土
。	
幻
成
月
山
こ
の
句
の
訳
に
つ
い
て
は
、
林
訳
は
意
訳
が
行
き
過
ぎ
、
原
文
の
「
月
山
」
と
い
う
掛
詞
の
面
白
さ
を
訳
出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
林
訳
は
あ
く
ま
で
も
訳
の
独
立
し
た
詩
味
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
対
訳
式
の
鄭
訳
は
定
型
と
原
文
の
二
重
の
縛
り
が
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
辺
の
自
由
が
な
い
が
、
原
文
の
形
式
に
お
け
る
面
白
さ
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
〇
６
９	
◎
鄭
訳
３
：
　
　
命
な
り
わ
づ
か
の
笠
の
下
涼
み	
命
也
如
此
　
　
命
也
如
是
， 
僅
剩
斗
笠
下
面
　
只
有
草
笠
下
， 
一
絲
陰
涼
　
稍
得
些
凉
意
。
（26）
　
　
〇
７
３	
◎
鄭
訳
８
８
：
　
　
郭
公
声
横
た
ふ
や
水
の
上	
郭
公
鳥
啼
　
　
时
鸟
声
横
江
水
上
。 
一
聲
不
如
歸
去
　
　
	
橫
過
水
上
一
行
と
三
行
と
い
う
訳
の
比
較
は
両
者
の
特
徴
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
　
　
〇
７
６	
◎
鄭
訳
７
４
：
　
　
頓
て
死
ぬ
け
し
き
は
見
え
ず
蝉
の
声	
即
將
死
去
　
　
知
了
在
叫
， 
卻
無
自
覺
模
樣
　
不
知
死
期
快
到
。	
快
活
蟬
聲
　
　
〇
７
７	
◎
鄭
訳
６
９
：
　
　
艸
の
葉
を
落
る
よ
り
飛
蛍
哉	
從
草
葉
上
　
　
萤
火
虫
， 
墜
下
旋
即
飛
起
　
刚
落
下
草
丛
， 
螢
火
一
閃
　
就
从
草
丛
飞
升
。
　
　
〇
７
８	
◎
鄭
訳
６
２
：
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（27）
　
　
蚤
虱
馬
の
尿
す
る
枕
も
と	
跳
蚤
蝨
子
　
　
蚤
虱
横
行
， 
滴
答
馬
兒
尿
尿
　
枕
畔
又
闻
马
尿
声
。 
就
在
枕
邊
三
、
秋
　
林
訳
で
も
、
鄭
訳
で
も
、
四
季
の
中
で
秋
を
詠
む
句
が
圧
倒
的
に
多
い
。
　
　
〇
９
４	
◎
鄭
訳
５
２
：
　
　
は
つ
龝
や
海
も
青
田
の
一
み
ど
り	
迎
來
初
秋
　
初
秋
时
节
， 
蒼
海
綠
田
連
綿
　
碧
海
青
田
一
色
。 
青
翠
一
片
　
　
〇
９
６	
◎
鄭
訳
１
４
：
　
　
野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
し
む
身
哉	
曝
屍
荒
野
　
　
此
身
或
将
曝
荒
原
， 
寸
心
此
去
已
決
　
风
吹
入
骨
寒
。 
沁
身
風
寒
　
　
〇
９
７	
◎
鄭
訳
７
：
（28）
　
　
か
れ
朶
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮	
枯
木
枝
頭
　
　
寒
鸦
宿
枯
枝
， 
烏
鴉
兀
自
棲
止
　
深
秋
日
暮
时
。 
秋
日
黃
昏
　
　
〇
９
８	
◎
鄭
訳
９
４
：
　
　
此
道
や
行
人
な
し
に
秋
の
暮	
在
此
道
上
　
　
秋
日
黄
昏
， 
一
個
行
人
也
無
　
此
路
无
行
人
。 
暮
秋
黃
昏
　
　
〇
１
０
０	
◎
鄭
訳
１
２
：
　
　
髭
風
を
吹
て
暮
秋
歎
ず
る
は
誰
が
子
ぞ	
鬍
子
吹
風
　
　
西
风
扶
须
时
， 
暮
秋
有
人
哀
嘆
　
感
叹
秋
深
者
谁
子
？ 
誰
家
之
子
　
　
〇
１
０
４	
◎
鄭
訳
６
４
：
　
　
荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
川	
怒
海
滔
天
　
　
大
海
波
翻
， 
橫
亙
佐
渡
蒼
茫
　
银
河
横
挂
佐
渡
天
。 
星
河
閃
爍
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（29）
　
　
〇
１
０
８	
◎
鄭
訳
１
５
：
　
　
猿
を
聞
人
捨
子
に
秋
の
風
い
か
に	
遊
子
聽
猿
　
　
听
得
猿
声
悲
， 
棄
兒
在
秋
風
裡
　
秋
风
又
传
弃
儿
啼
， 
如
何
是
好
　
谁
个
最
凄
惨
？
こ
の
句
の
「
い
か
に
」
を
林
訳
よ
り
鄭
訳
は
正
確
に
訳
し
て
い
る
。
　
　
〇
１
１
０	
◎
鄭
訳
１
３
：
　
　
秋
風
や
藪
も
畠
も
不
破
の
関	
秋
風
蕭
索
　
　
不
破
关
口
秋
风
， 
草
原
田
野
處
處
　
吹
过
田
原
草
丛
。 
不
破
關
墟
　
　
〇
１
１
３	
◎
鄭
訳
６
５
：
　
　
石
山
の
石
よ
り
白
し
秋
の
風	
石
頭
濯
濯
　
　
比
起
石
山
石
， 
岩
石
白
潔
如
泥
　
秋
风
色
更
白
。 
秋
風
更
白
林
訳
は
注
釈
で
、「
風
」
を
「
白
し
」
と
詠
む
よ
う
な
、
芭
蕉
句
に
お
け
る
共
感
覚
の
多
用
に
注
目
し
て
い
る
。
（30）
　
　
〇
１
１
４	
◎
鄭
訳
３
３
：
　
　
名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
夜
も
す
が
ら	
名
月
當
空
　
　
秋
月
明
， 
繞
著
池
塘
徘
徊
　
一
夜
绕
池
行
。 
佳
興
終
宵
　
　
〇
１
１
７	
◎
鄭
訳
８
６
：
　
　
名
月
や
門
に
指
く
る
潮
頭	
名
月
當
空
　
　
明
月
如
昼
， 
指
向
門
口
而
來
　
门
前
涌
入
潮
头
。 
潮
風
洶
湧
　
　
〇
１
２
２	
◎
鄭
訳
１
８
：
　
　
馬
に
寐
て
残
夢
残
月
茶
の
烟	
馬
上
打
盹
　
　
迷
蒙
马
背
睡
， 
殘
夢
弦
月
迢
遙
　
月
随
残
梦
天
边
远
， 
茶
夢
裊
裊
　
淡
起
茶
烟
。
こ
の
句
の
林
訳
は
詩
情
豊
か
で
、
独
立
と
し
た
詩
と
し
て
一
品
で
あ
る
。
　
　
〇
１
２
５	
◎
鄭
訳
５
４
：
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（31）
　
　
俤
や
姨
ひ
と
り
な
く
月
の
友	
幻
影
恍
惚
　
　
老
妪
独
自
泣
， 
老
婦
獨
自
哭
泣
　
愁
容
赏
月
友
。 
月
娘
為
友
　
　
〇
１
２
８	
◎
鄭
訳
６
７
：
　
　
月
い
づ
く
鐘
は
沈
る
海
の
そ
こ	
月
在
何
方
　
　
吊
钟
沉
海
底
， 
吊
鐘
沉
沒
不
見
　
明
月
何
处
去
？ 
海
底
深
處
　
　
〇
１
３
３	
◎
鄭
訳
１
７
：
　
　
霧
し
ぐ
れ
富
士
を
み
ぬ
日
ぞ
面
白
き	
霧
雨
濛
濛
　
　
濛
烟
雨
， 
富
士
不
見
之
日
　
不
见
富
士
姿
， 
趣
味
盎
然
　
另
有
风
情
。
　
　
〇
１
３
７	
◎
鄭
訳
９
２
：
　
　
家
は
み
な
杖
に
し
ら
髪
の
墓
参	
都
是
家
人
　
　
亲
人
皆
白
发
， 
扶
杖
而
髮
蒼
蒼
　
拄
杖
扫
坟
去
。 
同
去
掃
墓
（32）
　
　
〇
１
５
５	
◎
鄭
訳
８
３
：
　
　
草
の
戸
や
日
暮
て
く
れ
し
菊
の
酒	
閒
居
草
庵
　
　
茅
舍
日
将
暮
， 
日
暮
有
人
攜
來
　
赠
来
菊
花
酒
。 
菊
酒
一
罈
　
　
〇
１
５
８	
◎
鄭
訳
８
９
：
　
　
菊
の
花
咲
や
石
屋
の
石
の
間	
菊
花
開
了
　
　
石
屋
石
缝
间
， 
開
在
石
鋪
門
前
　
秋
菊
花
自
鲜
。 
石
堆
之
間
　
　
〇
１
５
９	
◎
鄭
訳
９
３
：
　
　
菊
の
香
や
な
ら
に
は
古
き
仏
達	
悠
悠
菊
香
　
　
奈
良
古
佛
前
， 
奈
良
古
香
古
色
　
菊
花
香
。 
尊
尊
古
佛
　
　
〇
１
６
４	
◎
鄭
訳
８
１
：
　
　
秋
海
棠
西
瓜
の
色
に
咲
に
け
り	
秋
海
棠
花
　
　
秋
海
棠
， 
染
上
西
瓜
顏
色
　
花
开
西
瓜
色
。 
正
自
盛
開
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（33）
　
　
〇
１
６
５	
◎
鄭
訳
１
０
：
　
　
芭
蕉
野
分
し
て
盥
に
雨
を
聞
夜
哉	
芭
蕉
秋
颱
摧
葉
　
　
风
摇
芭
蕉
叶
， 
瓦
盆
承
水
滴
答
　
听
雨
落
盆
夜
。 
漏
夜
聽
雨
　
　
〇
１
６
７	
◎
鄭
訳
２
０
：
　
　
蔦
植
て
竹
四
五
本
の
あ
ら
し
哉	
栽
植
蔦
蘿
　
　
庭
种
常
青
藤
， 
竹
子
四
枝
五
枝
　
四
五
竿
竹
枝
风
。 
迎
風
招
展
　
　
〇
１
６
８	
◎
鄭
訳
１
６
：
　
　
秋
十
と
せ
却
て
江
戸
を
指
故
郷	
羈
旅
十
秋
　
　
江
户
客
居
已
十
霜
， 
卻
指
異
鄉
江
戶
　
便
指
是
故
乡
。 
說
是
故
鄉
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
に
漢
詩
を
出
典
と
す
る
句
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
文
化
的
親
近
感
か
ら
の
選
択
で
あ
ろ
う
。
　
　
〇
１
７
１	
◎
鄭
訳
９
５
：
　
　
此
秋
は
何
で
年
よ
る
雲
に
鳥	
今
年
秋
來
（34）
　
今
秋
为
何
添
霜
鬓
， 
怎
地
突
然
衰
老
　
飞
鸟
入
浮
云
。 
鳥
入
雲
中
　
　
〇
１
７
２	
◎
鄭
訳
９
７
：
　
　
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ	
秋
意
深
矣
　
　
秋
深
矣
！ 
不
知
鄰
居
房
客
　
不
知
邻
人
做
何
事
？ 
作
何
營
生
四
、
冬
　
両
訳
と
も
、
冬
の
句
は
夏
と
同
じ
ほ
ど
少
な
い
。
　
　
〇
１
７
５	
◎
鄭
訳
２
：
　
　
年
暮
れ
ぬ
笠
き
て
草
鞋
は
き
な
が
ら	
歲
將
暮
矣
　
　
岁
暮
不
能
歇
， 
依
然
戴
著
斗
笠
　
仍
须
穿
草
鞋
。 
穿
著
草
鞋
　
　
〇
１
７
６	
◎
鄭
訳
４
７
：
　
　
旧
里
や
臍
の
緒
に
泣
と
し
の
暮	
回
到
故
居
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（35）
　
　
岁
暮
归
故
里
， 
手
摸
臍
帶
潸
然
　
凝
视
脐
带
泣
。 
又
是
歲
暮
　
　
〇
１
７
７	
◎
鄭
訳
６
１
：
　
　
初
し
ぐ
れ
猿
も
小
蓑
を
ほ
し
げ
也	
初
逢
時
雨
　
　
初
寒
降
雨
， 
猴
子
也
想
穿
上
　
猿
夜
想
小
蓑
衣
。 
小
小
蓑
衣
「
時
雨
」
の
よ
う
な
日
本
語
表
現
（
中
国
語
で
は
意
味
が
違
う
）
は
、
鄭
訳
は
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
は
、
台
湾
で
も
定
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
林
訳
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
お
お
か
た
意
訳
し
て
い
る
。
　
　
〇
１
８
１	
◎
鄭
訳
５
：
　
　
霜
を
着
て
風
を
敷
寝
の
捨
子
哉	
披
霜
為
衣
　
　
遗
弃
儿
， 
寒
風
且
當
被
窩
　
霜
为
衣
， 
悲
哉
棄
嬰
　
风
为
被
。
　
　
〇
１
８
３	
◎
鄭
訳
３
５
：
　
　
酒
の
め
ば
い
と
ゞ
寐
ら
れ
ね
夜
の
雪	
喝
起
酒
來
（36）
　
　
独
酌
更
难
眠
， 
輾
轉
更
難
成
眠
　
夜
来
风
雪
天
。 
夜
雪
霏
霏
　
　
〇
１
８
９ 
◎
鄭
訳
２
１
：
　
　
琵
琶
行
の
夜
や
三
味
線
の
音
霰	
憶
琵
琶
行
　
　
夜
闻
琵
琶
行
， 
夜
裡
聽
三
味
線
　
拨
弦
恰
似
雪
珠
声
。 
霰
珠
嘈
切
こ
の
句
も
同
じ
く
漢
詩
出
典
の
句
で
あ
る
。「
霰
」
と
い
う
表
現
は
漢
字
に
は
存
在
す
る
も
の
の
、
現
代
中
国
語
で
は
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
の
で
、
林
訳
は
「
雪
珠
」
と
意
訳
し
て
い
る
。
　
　
〇
１
９
３	
◎
鄭
訳
９
８
：
　
　
旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る	
病
纏
羈
旅
　
　
旅
中
正
卧
病
， 
夢
中
夢
遊
荒
原
　
梦
绕
荒
野
行
。 
到
處
奔
走
お
わ
り
に
　
両
訳
の
重
複
句
を
以
上
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
中国語圏における俳句の影響について──俳句の中国語訳を中心に（その三）（37）
一
、
林
訳
は
形
式
的
に
自
由
で
あ
る
の
で
、
詩
的
完
成
度
は
鄭
訳
よ
り
優
っ
て
い
る
。
鄭
訳
は
散
文
的
と
い
う
憾
み
が
あ
る
が
、
俳
句
本
来
の
形
・
特
徴
等
の
紹
介
に
関
し
て
は
林
訳
よ
り
分
か
り
や
す
い
。
二
、
林
訳
は
と
き
に
意
訳
的
飛
躍
が
見
ら
れ
る
が
、
鄭
訳
は
原
句
に
忠
実
で
あ
り
、
よ
り
正
確
で
あ
る
。
三
、「
時
雨
」、「
霰
」
な
ど
、
現
代
中
国
語
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
表
現
に
つ
い
て
、
林
訳
は
基
本
的
に
意
訳
や
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
的
表
現
を
使
用
す
る
が
、
鄭
訳
は
そ
の
ま
ま
の
漢
字
で
訳
に
移
し
て
い
る
。
　
季
節
別
（
季
語
別
）
に
よ
る
比
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
林
訳
に
お
い
て
は
、
春
（
元
日
を
含
む
）
は
４
７
句
あ
り
、
全
体
（
２
０
６
句
）
の
２
４
．
７
％
を
占
め
る
。
夏
は
４
２
句
、
２
０
．
３
％
で
あ
る
。
秋
は
７
９
句
、
３
８
．
３
％
で
あ
る
。
冬
は
３
４
句
、
１
６
．
５
％
で
あ
る
。
　
鄭
訳
に
お
い
て
は
、
百
句
の
う
ち
、
春
（
雑
一
句
を
含
む
）
は
２
３
句
で
あ
る
。
夏
は
２
０
句
で
あ
る
。
秋
は
３
９
句
で
あ
る
。
冬
は
１
８
句
で
あ
る
。
両
訳
に
お
け
る
四
季
の
選
択
は
ほ
ぼ
同
じ
比
例
と
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
秋
が
多
い
の
も
同
じ
で
あ
る
の
で
、
選
句
方
針
が
何
に
影
響
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
べ
き
課
題
と
な
ろ
う
。
注
：
１ 	
呉
衛
峰
「
中
国
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て
―
―
俳
句
の
中
国
語
訳
を
中
心
に
（
そ
の
一
）」（
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
第
３
７
号
別
冊
、
２
０
２
０
年
３
月
３
０
日
）
を
参
照
。「
注
１
」、「
注
６
」。（
１
１
）
頁
。（
１
）
頁
、（
４
）
～
（
５
）
頁
。
２ 	
呉
衛
峰
「
中
国
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て
―
―
俳
句
の
中
国
語
訳
を
中
心
に
（
そ
の
二
）」（
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
第
３
８
号
、
２
０
２
０
年
７
月
３
０
日
）、「
注
１
」
を
参
照
。
再
版
（
人
民
文
学
出
版
社
、
２
０
０
５
年
１
月
）：
十
一
～
十
二
頁
、
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。
鍾
敬
文
に
よ
る
序
文
の
日
付
は
「
一
九
八
二
年
十
二
月
十
一
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
初
版
（
湖
南
人
民
出
（38）
版
社
、
１
９
８
３
年
１
２
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
返
事
を
含
め
た
「
俳
句
翻
訳
の
心
得
」（
原
文
：“
试
译
俳
句
的
体
会
”，
再
版
所
収
）
と
い
う
文
章
の
日
付
は
「
一
九
八
五
年
五
月
一
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
初
出
不
明
。
３ 	
数
字
は
筆
者
の
整
理
に
よ
る
林
訳
芭
蕉
句
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
以
下
同
。
４ 	
芭
蕉
俳
句
の
引
用
は
断
り
が
な
い
場
合
、
す
べ
て
井
本
農
一
・
堀
信
夫
注
解
『
松
尾
芭
蕉
集
①　
全
発
句
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
１
９
９
５
年
７
月
）
に
よ
る
。
便
宜
を
図
る
た
め
、
漢
字
字
体
等
の
変
更
が
若
干
あ
る
。
５ 	
数
字
は
鄭
清
茂
訳
『
芭
蕉
百
句
』
に
お
け
る
句
訳
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
